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息子 会社に勤めないで、個人で商売を長年続けた場合

は国民年金に加入する義務があると思うが、もし払

えなかったらどうなるの？

父 「２５年以上納入しなければ１円も出ません」と

いうのはあくまでも原則であって

保険料納付済期間 + 保険料免除期間

+ 合算対象期間（カラ期間）≧ 25 年あれ

ばその掛けた期間内だけの金額が出るんだよ。そして

保険料免除期間も４種類があって社会保険事務所へ申

請をだすことによって認可が下りるんだよ。

納入済期間＋未加入期間の例を挙げて説明しよう。

厚生年金 個人の商売のため掛けなかった

国民年金 納入済み期間 未加入期間

20 歳 35 歳 60 歳

（39 歳以降は合算対象期間と仮定）

給付額は、厚生年金･･･0 円

国民年金…納付期間（15 年間）＋カラ期間（21 年間）

≧ 36 年間あるため、≧ 25 以上として受給資格が

あり 15 年分の国民年金（老齢基礎年金）を 65 歳から

受け取ることができるんだよ。また、昭和 61 年以前

の旧法適用の海外移住者及び主婦層は昭和 36 年から

20 歳～ 60 歳の範囲の中であればカラ期間対象として

みなされる制度もあるよ。

阿部耕一さんと年金の基礎を学びましょう

《息子と父の問答編》 第1１回

商売で年金掛け金を払わないとどうなるの？

９．１地労連の緊急学習会。竹本先生の「原発事
故と放射能」の講演には、関心の高さを反映して
会場から溢れるほどの参加者がありました。

秋の十和田湖へ行きませんか
年金者組合三八支部女性の会

と き : 9月26日(月)

集合出発： 市庁前 8：45、教育会館 8：00

日 程 ： 昼食 12：30(レストランで各自注文)

休屋出発 3：00, 八戸着 16：30

初秋の奥入瀬渓流を散策しましょう。

雨天の時はホテルにてのんびりと昼食と入浴

申し込み 9 月 24 日(土)まで

小谷地(24 － 5879) 一山(正)(43 － 3198)

山本 (28 － 2844) 矢代 (44 － 2346)

年金者組合秋のレク

燃える中野もみじ山
と秘境青荷温泉

＊ 日 時 １０月２７日(木)
（出発 7：30（教育会館） 帰着 18：00）

＊ 会 費 3,000円 （交通費、入湯料、昼食含む）

* 行 先 青荷温泉

* 締め切り 10月22日（土）

* 申し込み先
高橋（43－8249）

佐藤（090-2984－1541）

阿部（090-7335－7844）

お近くの役員でもいいですよ

年金パンフ学習会
■ 10 月 11 日（火）

午後 1 時半から 3 時半

■ 長者公民館
■ 講師 阿部耕一執行委員

（支部ニュースの年金講座を
担当し、好評掲載中です。）

前に配布した「年金パンフ」について
学習します。またまた年金改悪が予定さ
れています。しっかり学び。反対の輪を広
げる一歩になります。

どんな質問にもお答えします。

パンフ持参のこと

うみねこ班の花火
を見る会が 8 月 21
日に開かれ、28 人
の参加者が、豪華
な料理と素晴らし
い花火を満喫した。

活 動 予 定

９月25日(日) 生存権裁判を支援する会バーベキュー(夜越山）

2６日(月) 消費税・生存権裁判街宣 (三春屋)1時半
26日(月) 女性の会秋のレク(別掲)

27日(火) ウミネコ班会
生存権裁判を支援する八戸地区連絡会総会

2８日(水) バースデーカード作成
10月 １日(土） 望月さんを偲ぶ会実行委員会 4時教育会館

3日(月） 2011自治体委キャラバン事前学習会2時 (福祉公)

４日(火） 第４回三役会議 (組合事務所)
５日(水） 自治体要望書検討会議
6日(木） 第４回執行委員会(組合事務所)
9日(日) 健康まつり
１1日(火) 年金学習会(別掲）
13日(木） 年金者一揆

２９日(土) カラオケを楽しむ会

活 動 日 誌

8 月 24 日(水） 消費税・生存権裁判街宣 (三春屋)1 時半

25 日(木) 高齢者大会実行委員会 （2 時） 組合セン

26 日(金) 原水禁世界大会報告会 （6 時半）教育会館

28 日(日) カラオケを楽しむ会 (多喜)

9 月 １日(木） 原発事故と放射能学習会(6 時半)教育会館
年金者組合女性の会世話人会

２日(金） 第３回三役会議 (組合事務所)
３日(土） 三沢平和学習会～ 4 日
５日(月） 映画アンダンテ上映実行委員会
６日(火） 第３回執行委員会(組合事務所)
９日(金) 6・9 行動 5 時半 三春屋前

10 日(土) なんでも教育懇談会 2 時 教育会館

12 日(月）～ 13 日(火) 日本高齢者大会

18 日(日) カラオケを楽しむ会

19 日(月) 原発にさようなら連帯行動
20 日(火） ウミネコ班幹事会
21 日(水) ニュース 241 号発行
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一
日
目
は

企
画
の
分
科
会
・
講
座
が
市
内
６

31

会
場
で
開
か
れ
た
。
ど
の
分
科
会
も
意
欲
あ
ふ
れ

る
参
加
者
で
熱
気
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

二
日
目
の
全
体
会
は
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
。「
ど
っ
こ
い
生
き
て
い
く
」
等
の
合
唱
で
始

ま
っ
た
。
開
会
宣
言
に
続
い
て
津
軽
三
味
線
の
演

奏
。
み
ん
な
で
大
震
災
の
犠
牲
者
に
黙
と
う
を
さ

さ
げ
た
。
小
田
切
現
地
実
行
委
員
長
の
挨
拶
、
篠

塚
氏
の
主
催
者
挨
拶
、
鹿
内
青
森
市
長
の
来
賓
の

あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
、
日
野
秀
逸
氏
の
記
念
講
演

が
行
わ
れ
た
。

６
人
に
よ
る
各
地
の
報
告
が
会
場
の
参
加
者
の

感
動
を
呼
ん
だ
。
被
災
地
と
自
ら
が
被
災
者
の
た

め
か
話
す
一
言
一
言
が
聴
く
人
達
の
心
に
突
き
刺

さ
っ
て
き
た
。

９
つ
の
特
別
決
議
と
大
会
ア
ピ
ー
ル
を
大
き
な

清
川

昭
司

最
近
の
報
道
の
ひ
と
こ

ま
を
見
聞
す
る
と
。

二
〇
二
〇
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
正
式
に
立
候
補
し
た
東

京
都
。
掲
げ
る
は｢

大
震
災
か

ら
の
復
興｣

。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長
は｢

被
災
地
三

県
で
サ
ッ
カ
ー
開
催｣

を
ア
ピ

ー
ル
し
た
と
か
。
あ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で
は
支
持

率

％
。

20
医
療
の
断
層
も
見
え
る
。
80

歳
の
元
看
護
師
の
発
言
。

「
今
の
医
療
は
機
械
に
頼
る

よ
う
に
し
て
し
ま
い
、
医
師

は
デ
ー
タ
を
に
ら
ん
で
、
話

も
聞
い
て
く
れ
な
い
し
、
看

護
師
も
声
を
か
け
ず
、
記
録

ば
か
り
す
る
。
手
当
が
大
切

な
の
に
…
」
）

「
私
は
心
と
手
が
あ
れ
ば
病

気
の
８
割
は
改
善
し
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
手
当
で
患
者

さ
ん
の
治
る
力
を
引
き
出
す

…
」
（
川
島
み
ど
り
『
え
が
お

で
元
気
』
二
〇
一
一
№

）
48

そ
し
て
、
日
々
報
じ
ら
れ
る

幼
児
虐
待
、
教
育
の
歪
み
の

数
々
。

肌
に
感
ず
る
温
か
み
は
ど
こ

へ
？老

人
ホ
ー
ム
へ
、
幼
児
と
母

が
訪
ね
る
。
相
互
の
交
流
が

広
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

世
相
の
ひ
と
つ
の
輝
き
の
よ

う
に
思
え
る
。

世
相
の
ひ
と
つ
の
輝
き

聞いてよ

「
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
の
高
齢
者
を
な
く
そ
う
」
と
４
５
７
１
名

県
内
１
７
１
３
名
、
三
八
か
ら
１
２
２
名
参
加
し
大
成
功

感動の中 大会アピールを採択し 高齢者大会閉じる

大
会
ア
ピ
ー
ル

私
た
ち
の
人
生
は
戦
争
と
共
に
始
ま
っ
た
。

満
州
事
変
・
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
の
あ
げ
く

敗
戦
の
荒
地
に
憲
法
を
創
り
民
主
主
義
を
根
づ
か
せ

こ
の
日
本
を
再
建
・
発
展
さ
せ
た
の
は
私
た
ち
だ
。

い
ま
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
の
広
が
り
に

日
本
と
世
界
に
不
安
と
動
揺
が
波
及
し
て
い
る
。

高
齢
者
に
は
体
験
と
実
績
と
知
恵
が
あ
る
。

高
齢
者
に
は
明
日
を
見
る
目
が
あ
り
愛
が
あ
る
。

亡
く
な
っ
た
人
・
行
方
不
明
者
の
無
念
を
抱
き
し
め

高
齢
者
仲
間
の
力
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

核
兵
器
と
原
発
を
な
く
せ
！

平
和
を
守
れ
！

漁
業
・
農
業
・
畜
産
業
・
林
業
を
守
れ
！

増
税
す
る
な
！

国
民
の
命
と
く
ら
し
と
幸
せ
な
人
生
を
守
れ
！

年
寄
り
は
早
く
死
ね
よ
が
し
の
悪
政
を
や
め
ろ
！

医
療
・
年
金
・
仕
事
・
介
護
・
住
居
を
保
障
し
ろ
！

貧
困
と
収
奪
を
拡
大
す
る
強
欲
財
界
は
恥
を
知
れ
！

諸
悪
の
根
源
で
あ
る
日
米
安
保
条
約
は
破
棄
し
ろ
！

だ
れ
も
が
安
心
し
て
育
ち
学
び
働
け
る
社
会
に
し
ろ
！

国
連
で
は
高
齢
者
権
利
条
約
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。

全
国
の
高
齢
者
よ
！

歴
史
の
前
衛
の
連
帯
と
行
動
を
！

２
０
１
１
年
９
月

日
13第

回
日
本
高
齢
者
大
会

25

拍
手
で
採
択
し
た
。

ね
ぶ
た
囃
子
と
踊
り
そ
し
て
会

場
の
掛
け
声
で
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
な
か
、
次
回
の
開
催
県
香
川

県
の
代
表
に
大
会
旗
が
引
き
継
が

れ
た
。

参
加
者
の
声
を
拾
い
ま
し
た
。

「
う
た
ご
え
広
場
は
文
句
な
し
に

楽
し
か
っ
た
。
懐
か
し
い
歌
を
声

を
張
り
上
げ
て
歌
っ
た
。」

「
日
ご
ろ
の
勉
強
不
足
を
反
省
し
、

あ
え
て
難
し
い
講
座
に
参
加
し
た

日
野
先
生
の
話
は
説
得
力
が
あ
っ

た
。
素
晴
ら
し
い
学
者
が
こ
の
戦

列
に
い
る
こ
と
に
感
銘
し
勇
気
づ

け
ら
れ
た
」

「
全
国
の
皆
さ
ん
の
元
気
な
姿
を

見
た
く
て
参
加
し
た
。
大
変
役
立

ち
ま
し
た
。
朝
起
き
た
ら
自
分
の

顔
が
か
が
や
い
て
い
て
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。」

｢

迷
っ
て
い
た
が
参
加
し
て
良
か

っ
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
新

た
な
意
欲
が
わ
い
て
き
た
。｣

一
日
目
の
夜
の
企
画
に
は
ど
の
会
場
も

多
く
の
参
加
者
で
埋
ま
っ
た
。
豪
華
な
伴

奏
で
３
０
０
人
を
超
え
る
大
き
な
声
で
盛

り
上
が
っ
た
う
た
ご
え
広
場
。

上
：
二
日
目
の
全
体
会
。
ね
ぶ
た
囃
子
と
は
ね
と
そ
し

て
会
場
全
体
の
掛
け
声
で
会
場
の
ホ
ー
ル
全
体
の
熱
気

と
決
意
が
最
高
潮
に
達
し
た
。


